
本社所在地：大阪府堺市堺区柳之町西 3-3-1

従 業 員 数： 108名（2023年7月現在）　資 本 金：5,000万円

事 業 内 容：金属熱処理加工

　株式会社　ダイネツ

1992年に㈱ダイネツと社名変更をし、
鋼板の販売を行うダイネツ商事㈱、自動車関連部材の熱
処理を主とする三洋金属熱錬工業㈱のダイネツグループ
３社で事業を展開しています。
　ダイネツグループは、それぞれ長年の経験を生かした
技術、チャレンジ精神を持って研究開発、最新設備の導入、
品質管理、物流に取り組み、グループとしてのシナジー効
果を活かしてご要望にお応えできるよう努力しています。
　身近なところでは道路の防音壁、さらには明石海峡大
橋や東京スカイツリーの構造部材など、皆さんが住まう
町のあちこちに、ダイネツグループの技術をもとに生み
出された製品、建築物が溢れています。

㈱ダイネツに社名変更

1９９２年▶

『もののはじまりなんでも堺』という言
葉があります。これは、堺音頭の一節です。貿易・商業の
まちとして栄えた堺は、さまざまな技術や文化が著しく
発展しました。それらは多くの職人・商人の手によって、
日本全国へと発信されていったのです。堺発祥のものと
いえば、自転車、鉄砲、線香、さらには水族館までそのジャ
ンルは多岐に及びます。
2013年に創業200周年を迎えました。ダイネツ本社に置

いてあるブロンズ像『炎の女神』は、200周年を記念して、
サグラダファミリアの主任彫刻家・外尾悦郎氏が手掛け
てくださったものです。この像には、ブロンズが内部から
青、赤、白、黒と発色するという、特殊な発色技術が用いら
れています。当社の仕事は炎を扱うわけで、それを見守る

創業200周年

堺の地で信用を財産に事業を継続

２０１3年▶

女神です。女神が力ではなく、知性と優しさで炎をいなし
ています。この堺の発色技術は、世界遺産であるサグラダ
ファミリアにも使われることになっています。

先人が永年にわたり獲得してきた信用という財産は、
一朝一夕で築けるものではありません。では、どうやって
その信用を得てこられたのか。一つは「他人に迷惑をかけ
ない」という代々の信条を貫いてきたことにあります。
そしてこの財産は、地域と当社を繋ぐ架け橋でもあり

ます。ダイネツは代々、堺という土地にこだわって事業を
拡げてきました。会社の業績だけを考えれば、海外へ進出
したほうがよいかもしれません。地域に密着・貢献して
きたからこそ、どんな時代の荒波も乗り越えることがで
きました。この土地の人たちと仕事をしてきたがゆえに
築けた信頼という功績があるのです。
この先、時代や環境の変化によって会社のあり方を考

えなくてはいけない場面が出てくると思います。しかし、
ダイネツを支えてくださっている方々のためにも、歴史に
名を刻むような仕事をしたい、この想いは変わりません。

ダイネツ本社の「炎の女神」像

（右下は外尾悦郎氏のサイン）

社長室に掲げられている「知・仁・勇」の額培地からの発茸状態

東京スカイツリー明石海峡大橋

第６６回

西大阪スペース　株式会社

この連載は、人それぞれが「大切にしている言葉」を、経営者のみならず

さまざまな立場の方から、エピソードを交えてご紹介いただくものです。

代表取締役社長     木村　貴彦 氏
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弊社は祖父が創業者で私は三代目になります。祖父は私が 1 歳 3
か月のときに亡くなりましたので、私には祖父の記憶がありません。

この言葉は祖父から父に金言として受け継がれた 45 の言葉の一
つで、祖父の遺訓として受け継ぎました。

自分の素質なんて自分ではわからないものですし、自分の限界な
んてわかるはずもない。だからこそ、自分の可能性を信じて自らを
高めつつチャレンジし続けることが最も大切なこと。そう解釈して
います。この言葉を胸に、2021 年に社長へ就任した際、新スロー
ガンとして新たに「EVER ONWARD ～限りなき前進～」を掲げ、日々
精進しています。

会社概要
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◆ホームページ

大阪市西区阿波座 1丁目 3番 15 号
【鉄鋼倉庫事業】
　各種棒鋼・条鋼の営業倉庫業＆委託加工
【不動産賃貸事業】
　貸工場・貸倉庫／ちょい借り倉庫
1962（昭和 37）年 11月
9,800万円
https://www.nishiosaka.co.jp/

4

September 2023 ● 商工振興


